











































































































　（『「教養」とは何か』　阿部謹也 [ 著 ]　講談社現代新書　講談社）
　マイケル・トマセルは著書『ヒトはなぜ協力するのか』（マイケル・トマセル
[ 著 ] 橋彌和秀 [ 訳 ]　勁草書房）で、協力・共感の発達と進化について考察をし
ています。彼は、「ヒトの子どもだけは、生まれながらにして協力的である。協
力の基底にある心理的過程こそがヒト独自の多様な文化や制度を支えている」と
主張しています。ヒトは生まれながらに協力的なのに、教育が、あるいは社会が
それを堕落させるのでしょうか。
　トマセルは第２章「インタラクションから社会制度」を次のように締めくくっ
ています。
　 　もちろん、「ヒトは協力する天使たちだ」というわけではありません。ありとあらゆる
憎むべき行為を行うのに力を合わせることだってあります。しかし、そういった行為が、
同じ集団の内部に向けられることはあまりありません。近年の進化モデルは、政治家た
ちがこのことを昔から知っていたことを示しています。ひとびとが協働し、ひとつの集
団として考えるように仕向ける最良の方法は、敵を特定し、「かれら」が「わたしたち」
を脅かしていると非難することなのです。要するに、ヒトのすぐれた「協力する能力」は、
おもに局所的集団内のインタラクションに向けて進化したようなのです。このような「協
力におけるこころの集団志向性」こそが、皮肉なことかもしれませんが、今日の世界に
おける対立や苦痛の主な要因となっています。解決策は—言うは易くおこなうは難しで
すが—集団を定義するあらたな方法を見出すことです。
　「集団を定義するあらたな方法を見出すこと」、このメタ認知的活動こそが、今
日の教養教育の最重要課題のひとつだと思います。2015 年、年明け早々にフラ
ンスで起こった悲劇のすべての「犠牲者」の方々に哀悼の意を表します。
